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また，PWVは図 1の (a) 6つ全てのセグメント，(b) 赤丸で





容積変化の時間差 (T ) (1)
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図 3 と図 4 は，前述の推定を複数回試行し，推定結果の平均
と標準偏差を示したものである．青点が真値であり，赤点及び
エラーバーは推定値の平均と標準偏差に対応している．
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